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「電子書籍の規格を統一すべきだ」という議論を考える。DRMはビジネスモデルと密
着した技術。

Amazon KindleやApple iPadに触発されて電子書籍または電子出版についての議論が活発だ。毎
日のようにニュースが飛び込んでくるのでそれらをチェックするだけでも一苦労だ。その中で時
々見かけるのが言葉の定義が間違っていたり曖昧なために議論が成立していない場面だ。例えば
、「規格の統一が必要だ」ということがよく言われる。先日の政府三省のなんとか懇談会や大手
出版社による電書協などの設立趣意書でも「規格の統一」と書かれているが、規格とは何を指し
ているのか、恐らく書いている本人もよく分かっていないと思う。

業界発展のために規格を統一しましょうというのはとても聞こえがいいのだが、いったい何を統
一しようと言うのだろうか、またそれはどういったプロセスで行われたらいいのだろうか？

まず電子書籍を流通させるためのフォーマット（方式）がある。これまで紙にインクを乗せて配
っていたものを、電子ではどうするかということだ。Amazon KindleでAZWという独自の方式が
使われている他はPDFが主流で今後はオープンな団体で決められたePubというXMLをベースに
した方式が主流になるとされている。Amazon以外はほとんど全てのハードメーカや書店がすで
にePubの採用を表明している。Amazonも時間の問題でePubをサポートすると思われる。これ
以外ではApple iPadなどを対象に出版社ごとに独自のアプリケーションとして雑誌などを配信す
ることも行われている。iPhoneではすでに始まっていることだが、iPadの発売でよりリッチなコ
ンテンツを作ろうと動いている雑誌社は多い。これはPDFだとどうしてもこれまでの紙媒体のま
まのデザインを踏襲する形になるし、ePubだとデザインとしての表現力に劣ることが原因だ。
動画、音声、アニメーションを取り込んだ新しいコンテンツが作られる。ただし、これができる
のは一部の有力な媒体に限られる。多くの媒体の中でこんな開発ができるのはほんの一握りの著
名な媒体だけだ。ということで、当面、電子出版に使われるフォーマット（方式）としてはPDF
またはePubになる。

次はビュアーだ。ビュアーはPDFやePubといった方式のコンテンツを実際に描画して電子ペ
ーパーや液晶の画面に表示するアプリケーションソフトウェアだ。Amazon Kindleなど専用端末
ではハードとビュアーが一体になっているが、iPadなどのような汎用機では同じハードウェアの



上に複数のビュアーが存在する。当然のことながら、同じフォーマットに複数のビュアーがあり
得る。PDFもePubもビュアーという概念を内包していないので、端末にどのように表示するか
はビュアーの役割だ。iPadにはすでにAppleのiBook Playerの他にKindle for iPad、Nook for iPad、
Stanzaなどいろいろなビュアーが発表されている。ここらへんが話を混乱させている原因だ。

そして次がDRMだ。PDFやiPadなどの標準フォーマットを使ったコンテンツでも、その方式を
サポートする端末間で互換があるわけではない。iPadで買ったePubコンテンツをSony Readerで
読むことはできない。それぞれ、コンテンツには何らかのDRMが施されているからだ。た
だし、Kindleで買ったAZWコンテンツをiPadのKindle for iPadで読むことはできるし、今
後AmazonがePubコンテンツを販売はじめた時にも同様だろうが、そのePubコンテンツをApple
のiBook Readerで読むことはできない（と思う）。別の言い方をすれば、そのコンテンツが読め
るかどうかは方式だけでなく、DRMとビュアーの組み合わせが決め手となる。そしてこれはベ
ンダーのビジネスモデルと密着した事柄なので、誰かが業界で統一しましょうと言っても無意味
な話である。
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